























































































































































































































































































































































































平 均 39．7 34．2 30．7
分散分析表
F P
化合物（C）　　　46．37
みそ水不溶性成分（M）　12．31
C×M　　　　　　　　　　　　1．46
＜0．001
＜0．001
＞0．05
るものと考えられ，2一ペソタノソの極小値はこのことに
よるものと推定される．
　6）揮発性化合物およびみそ水不溶性成分の濃度と吸
　　　着率
　エタノール，2一ヘプタノソについて検討した結果を図
4に示した．吸着率は化合物濃度の増加とともに減少し
ており，これは化合物濃度の増加とともに不溶性成分へ
の吸着量は増加するが，それ以上に吸着されないで残る
化合物が増加するので吸着率が減少するものと考えられ
る．不溶性成分の濃度増加に従って吸着率が増加してお
り，これは不溶性成分が吸着能力を有することを確かめ
るものである．
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　3．要　　約
　水の中に懸濁さぜた食品ホモジネート，溶解させた揮
発性化合物にみそまたはその水不溶性成分を加えること
によって起こるヘッドガス中の揮発性化合物量の変化を
ガスクロマトで分析することによってみそとその水不溶
性成分の香気化合物吸着性を検討し，並行して香気の変
化を官能検査により求め次の結果を得た．
　1）食品によって吸着率を異にするが，みその添加は
食品の香気量を減少させ，官能的にもその違いが明らか
であった．この作用は沈殿が上清よりも著しかった．
　2）みそを水洗遠心分離を7～8回繰り返して得ら
れる水不溶性成分はほとんど無臭の帯黄白色であり，顕
著な香気吸着性を有しており，明らかに食品香気を減少
させる．
　3）不溶性成分濃度の増加とともに吸着率は増加する
が，揮発性化合物濃度の増加とともに吸着率は減少した．
吸着が平衡に達するには30℃で20時間以上を必要とし
た．
　4）各種揮発性化合物の不溶性成分による吸着のされ
方は化合物の種類，同一化合物シリーズでは炭素数によ
ってかなりの変化が認められた．
　実験に協力していただいた本学目黒，高沢両氏に感謝
いたします．・
　本報告の概要は昭和51年度家政学会大会（京都），昭和
52年度全国味噌技術総会（東京）にて講演した．
　　　　　　　　　　一　（昭和53年11月6日受理）
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